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《昼コース》
●対象　町内に住む40 ～ 74歳の人
●日時　10月11日（火）、19日（水）、26日（水）
　午前10時～ 11時
●場所　内子自治センター
●講師　田淵悦

え つ こ

子さん（国際ヨガ協会師範）
●参加費　無料
●定員　20人

《夜コース》
●対象　町内に住む40 ～ 74歳の人
●日時　11月８日（火）、15日（火）、22日（火）
　午後７時～８時
●場所　内子東自治センター
●講師　嶋本愛

あい

さん（ヨガインストラクター）
●参加費　無料
●定員　20人

ヨガ教室

【申込・問い合わせ】
内子町保健センター
☎０８９３（４４）６１５５

●対象　町内に住む、おおむね40 ～ 74歳の人で、下表の全３
　回の教室に参加できる人
●講師　芝亜

あ き

紀さん（健康運動指導士）
●参加費　無料
●定員　20人
●申込方法　電話でお申し込みください。

２本のポールを使って歩行運動をする「ノルディックウォーク」
の教室です。ポールの補助で楽に歩けて運動効果も上がります。

昼と夜のコースがあるので、参加しやすいコースを選んでください。
ヨガは初めてという人も大歓迎。気持ちよく体を動かしてみましょう。

※各教室は新型コロナウイルス感染症の感染状況により、中止する場合があります。

家でも続けられる簡単な運動を学べる教室です。楽しくて気持ちのい
いウォーキングやヨガをきっかけに運動習慣を身に付け、いつまでも
健康な体づくりをしましょう。

健康づくり教室健康づくり教室健康づくり教室
気軽に始める内子町保健センターの

申込期限
申込期限９９月月3300日日（金）（金）

ウォーキング教室

※ 11月１日は小田支所から送迎バスで移動します。

2022. 9   広報うちこ  23

日　時 場　所 内　容

10月18日（火）午前10時～ 11時30分 内子東自治センター ノルディックウォーク講習会

11月１日（火）午前10時～正午 小田深山国有林 紅葉ウォーク（山道3.3㌔）

３月28日（火）午前10時～ 11時30分 五十崎河川敷 桜見ウォーク（河川敷4.0㌔）

町からのお知らせ
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●
住
宅
の
規
格
・
家
賃
な
ど

■
土
居
第
２
団
地
２
０
１
号（
内
子
地
区
）

▽
住
所
　
内
子
３
６
１
９
番
地

▽
構
造
　
中
層
耐
火
３
階
・
Ｈ
10
建

▽
面
積
他
　
74
・
70
㎡
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　
２
万
５
０
０
０
円
～

※
駐
車
場
あ
り（
有
料
）

土居第２団地の外観

　内子町は経済的な理由で就学が困難な人に対
して、奨学金を無利子で貸与します。希望する人
は次の要領で願書を提出してください。
●募集人員／貸与金額（予定）
▷内子町奨学生
◦高等学校奨学生　10人／月額１万8,000円
◦大学奨学生　10人／月額５万円
▷高畑奨学生
◦大学奨学生　２人／月額７万円
●貸与期間　５年４月から、進学した学校の最
　短修学期間
●応募資格　次の①～③を満たす人
①来春、高等学校または大学・専門学校などに
　進学を希望する日本国民で、保護者が内子町
　に在住する人
②学業・人物ともに優れ、学資の支弁が困難と

　認められる人
③他の奨学資金・給付を受けていない人
●出願方法　在学中の学校に願書と保護者など
　の所得証明を提出。大学奨学生を志願する場
　合は「内子」「高畑」の希望を明記すること
※奨学資金の貸与を希望する場合は、まず在学
　中の学校にご相談ください。
※願書は在学中の学校または内子町教育委員会
　事務局から入手できます。
●出願期限　在学する学校が定めた日
●その他　返還の方法や猶予・免除などの詳細
　は、お問い合わせください。
【問い合わせ】
内子町教育委員会（内子分庁内）
学校教育課　学校教育係
☎０８９３（４４）２１２４

奨学金で進学の希望をかなえよう
「令和５年度奨学生」を募集します

●
入
居
資
格
　
同
居
中
ま
た
は
同
居

　
す
る
親
族
が
あ
る
人
で
、
現
に
住

　
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

　
か
な
人
。
た
だ
し
、
月
額
所
得
が

　
15
万
８
０
０
０
円
を
超
え
な
い
人
。

●
共
通
事
項

　家
賃
は
入
居
者
の
収

　
入
で
決
定
。
入
居
時
に
家
賃
３
カ

　
月
分
の
敷
金
が
必
要
。

●
申
込
方
法

　建
設
デ
ザ
イ
ン
課
・

　
内
子
分
庁
・
小
田
支
所
に
あ
る
申

　
込
書
を
９
月
22
日（
木
）
ま
で
に

　
提
出

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課
　
管
理
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
し
た
世
帯
の
内
、
居
住
す
る
15
歳

　
以
上
の
世
帯
員

●
調
査
基
準
日
　
10
月
１
日

●
調
査
方
法
　
調
査
員
が
調
査
票
を

　
配
布
す
る
の
で
、
調
査
員
へ
直
接

　
提
出
ま
た
は
郵
送
、
オ
ン
ラ
イ
ン

　
で
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
文
書
・
情
報
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
０

　
９
月
か
ら
全
国
一
斉
の「
就
業
構

造
基
本
調
査
」
が
始
ま
り
ま
す
。
国

民
の
就
業
・
不
就
業
の
実
態
を
把
握

し
、
雇
用
対
策
な
ど
に
役
立
て
る
統

計
調
査
で
す
。

　
対
象
世
帯
と
な
っ
た
場
合
は
、
調

査
員
証
を
身
に
着
け
た
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
調
査
対
象
　
国
が
無
作
為
に
抽
出

働
く
人
の
明
日
を
つ
く
る
調
査

「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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●
氏
名
　
株
式
会
社U

nipetJapan

　
代
表
取
締
役
　
中
川
浩
二

●
勧
告
内
容
　
届
出
の
あ
っ
た
建
築

　
物（
新
築
）の
色
彩
は
、
内
子
町
景

　
観
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
定
め
る
行

　
為
の
制
限
基
準
に
適
合
し
て
い
な

　
い
た
め
、け
ば
け
ば
し
い
色
彩
や
高

　
明
度
・
高
彩
度
の
も
の
は
避
け
、落

　
ち
着
き
の
あ
る
色
彩
に
変
更
し
、周

　
辺
景
観
と
の
調
和
を
図
る
よ
う
勧

　
告
を
行
っ
た
が
従
わ
な
か
っ
た
も
の
。

　
内
子
町
で
は「
内
子
町
景
観
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
を
施
行
し
、
届
出
に

係
る
行
為
が
基
準
に
適
合
し
な
い
と

認
め
る
場
合
は
届
出
者
に
対
し
て
指

導
な
ど
を
し
、
美
し
い
景
観
形
成
に

努
め
て
い
ま
す
。
本
町
の
指
導
及
び

勧
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
為
内
容

の
変
更
に
従
わ
な
か
っ
た
者
に
つ
い

て
同
条
例
第
16
条
第
２
項
の
規
定
に

よ
り
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

内
子
町
景
観
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
氏
名
公
表

　
険
に
期
待
す
る
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
、

　
応
募
動
機
を
含
め
て
８
０
０
字
以

　
内
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
申
込
書
は
本
庁
・
内
子
分
庁
・

　
小
田
支
所
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

●
応
募
期
限

　９
月
30
日（
金
）

※
結
果
は
10
月
中
旬
ご
ろ
に
応
募
者

　
全
員
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
７
９
５
―
０
３
９
２

内
子
町
平
岡
甲
１
６
８
番
地

住
民
課
　
国
保
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

　
内
子
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
を

適
正
に
運
営
す
る
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
職
務
は
保
険
税
率
な
ど
に
関
す

る
町
長
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
で
す
。

●
応
募
資
格
　
内
子
町
国
民
健
康
保

　
険
に
加
入
し
、
国
保
税
の
滞
納
の

　
な
い
18
～
71
歳
の
人
で
、
平
日
の

　
会
議
に
出
席
で
き
る
こ
と

●
募
集
人
数

　２
人

●
委
嘱
期
間
　
３
年
間（
11
月
１
日

　
～
７
年
10
月
31
日
）

●
応
募
方
法
　
申
込
書
と
小
論
文
を

　
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
。
小
論

　
文
は「
こ
れ
か
ら
の
国
民
健
康
保

ま
ち
の
医
療
と
健
康
に
つ
な
が
る
役
割

「
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
」
の
募
集

ねんきん　　＆

年金の「繰り上げ請求」「繰り下げ請求」とは

Q：65歳からの年金の受給を前倒しすることは
できますか

A：国民年金の老齢基礎年金は65歳からの受
給が基本ですが、希望する本人が60歳以上65
歳未満の間に請求すれば、前倒しして受給でき
ます。これは年金の「繰り上げ請求」といいます。
Q：繰り上げ請求するときに注意する点はあり
ますか

A：65歳から受給する場合と比べ、月々の年金
額が減少します。繰り上げ請求をしたときから
65歳到達月の前月までの月数に応じて、0.5％
きざみで減額率が決まります。例えば、60歳に
なってすぐに繰り上げ請求をすると30％の減額
になります。この減額率は、65歳を超えても一
生続くので注意が必要です。なお受給権が発生
した後は、障害基礎年金は受けられません。

Q：65歳より後にすることはできますか
A：できます。「繰り下げ請求」といい、この場合
は65歳からの受給に比べて月々の年金額が増
額されます。以前は請求可能な年齢は66歳から
70歳まででしたが、今年度の制度改正で、10月
から上限が75歳まで引き上げられます。増額率
は、65歳になった月から請求の前月までの月数
によって決定し、1カ月ごとに0.7%ずつ増額さ
れます。増額率は一生変わりません。
※繰り上げ請求、繰り下げ請求を希望する場合
　は、松山西年金事務所にお問い合わせください。
【問い合わせ】
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２
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ま
ち
の
医
療
と
健
康
に
つ
な
が
る
役
割

「
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
」
の
募
集

そうだん

円
え ん

　このお知らせは、内子町に住む外国人の皆さんに分かりやす
いように「やさしい日本語」を使っています。やさしい日本語は、
少し日本語が理解できる外国人のためのものです。生活に困っ
ている外国人のための相談会ですが、広報紙を見ない外国人が
多いかもしれないので、知り合いや近くに住んでいる人がいた
ら、この記事を見せてあげてください。外国人住民を支援して
いる人も相談できます。情報交換の場としてご利用ください。

《内子町民の皆さんへのお願い》

の言
こ と ば

葉

●いつ？　９月
がつ

29日
にち

　木
もくようび

曜日　10：30 ～ 12：00

●どこで？　内
う ち こ じ ち

子自治センター（内
うちこ

子　3427番
ばんち

地）

●だれ？　内
うちこちょう

子町に住
す

む　外
がいこくじん

国人・日
にほんじん

本人　だれでも

●なにご？　日
に ほ ん ご

本語・英
えいご

語、電
でんわつうやく

話通訳サービス＆

　自
じどうほんやくき

動翻訳機（右
みぎ

にある 言
ことば

葉  使
つか

えます）

●いくら？　お金はいりません

●よやく？　いりません

【問
と

い合
あ

わせ】

Ehime Prefectual International Center

☎０８９（９１７）５６７８　

　sodan@epic.or.jp

・Khmer
・Vietnamese
・Burmese
・Chinese
・Filipino
・Korean
・German
・Indonesian
・Malay
・Nepali
・Sinhala
・Hindi
・Bengali
・Thai
・Portuguese
・Spanish
・French
・Italian
・Russian
・Mongolian

使
つか

える 言
ことば

葉
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も
申
請
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。

●
対
象
手
続
き
　
国
民
年
金
第
1
号

　
被
保
険
者
の
資
格
取
得
・
種
別
変

　
更
の
届
出
、
保
険
料
の
免
除
・
納

　
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
申
請

●
必
要
物
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

　
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号（
数
字
４
桁
）

※
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
、
年
金
加
入
者
ダ
イ

　
ヤ
ル
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４

　
９
月
１
日
～
10
日
は「
屋
外
広
告

物
適
正
化
旬
間
」
で
す
。
魅
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

期
間
中
は
愛
媛
県
と
各
市
町
が
連
携

し
て
、
違
反
屋
外
広
告
物
除
去
な
ど

の
活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
信
号

機
や
道
路
標
識
に
貼
ら
れ
た
ス
テ
ッ

カ
ー
や
は
り
紙
は
、
違
反
広
告
物
で

す
。
見
か
け
た
場
合
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
内
子
町
内
で
看
板
な
ど
の
屋
外
広

告
物
を
表
示
す
る
場
合
は
、
内
子
町

屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
く
許
可
が

必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
た
広
告
物

も
倒
壊
や
落
下
な
ど
の
事
故
が
な
い

よ
う
定
期
的
な
安
全
点
検
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

　
国
民
年
金
の
申
請
手
続
き
な
ど
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用
者
登
録

が
必
要
で
す
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

設
置
者
は
管
理
に
ご
協
力
を

国
民
年
金
の
手
続
き
は

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
が
便
利

　
愛
媛
県
が
手
ぶ
ら
で
簡
単
に
申
請

で
き
る「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

サ
ポ
ー
ト
窓
口
」を
、
フ
ジ
内
子
店
に

設
置
し
ま
す
。
最
大
２
万
円
分
の
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
期
間
中

な
の
で
、
買
い
物
つ
い
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
９
月
18
日（
日
）
午
前
10

　
時
～
午
後
４
時

●
場
所
　
フ
ジ
内
子
店

●
主
催
　
愛
媛
県

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
版
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
５
８
４
）
８
７
０

買
い
物
つ
い
で
に「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
」を
作
ろ
う

茂山千三郎狂言内子座公演茂山千三郎狂言内子座公演

【問い合わせ】 
町並・地域振興課　伝統文化施設係
☎０８９３（４４）２１１８
主催：内子町文化創造事業実行委員会／共催：内子町、内子町教育委員会

開演日：10月22日（土）午後５時30分（開場30分前）

場　所：内子座

《内子こども狂言くらぶの披露会》
●演目　子どもの部「附子」「かみあそび」
　　　　大人の部「仁王」「太刀奪」

《茂山狂言》
●演目　「千鳥」
●チケット料金
▷指定席　1,500円
▷自由席　1,000円（中学生以下は無料）
※チケットは南海放送チケットセンター、内子座、町
　並・地域振興課（内子分庁内）で購入できます。

ＳＨＩＧＥＹＡＭＡ

ＫＹＯＧＥＮ

ｉｎ  ＵＣＨＩＫＯＺＡ

お馴染みとなりました、大蔵流茂山千
せんざぶろう

三郎氏と内子こども狂言くらぶの公演です。

内子こども狂言くらぶの子どもたちの
一段と成長した演技に加え、大人の
部の味ある公演もぜひご覧ください。

くらしの情報
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●
日
時
　
９
月
22
日（
木
）午
後
７
時
～

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ
　「
地
域
農
産
物
の
利
用
」

●
講
師
　
大
野
一か

ず
ひ
と仁

さ
ん（
愛
媛
大

　
学
准
教
授
）

●
内
容
　
農
産
物
加
工
の
基
礎
知
識

　
な
ど
に
つ
い
て
の
解
説
や
、
地
域

　
農
産
物
の
利
用
の
話
題

●
受
講
料
　
５
０
０
円（
高
校
生
は

　
無
料
）

※
ラ
イ
ブ
配
信
の
希
望
者
は
、
受
講

　
日
の
前
日
ま
で
に
メ
ー
ル
で
ご
連

　
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
　
自
治
・
学
習

課
　
生
涯
学
習
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

　gakusyujichi-s@
tow

n.uchiko.

　ehim
e.jp

●
日
時
　
10
月
８
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～

●
場
所
　
共
生
館

《
❶
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
》

　
休
日
や
夜
間
で
症
状
の
軽
い
中
学

生
以
上
の
応
急
処
置
が
で
き
ま
す
。

☎
０
８
９
３
（
２
３
）
１
１
５
６

《
❷
小
児
在
宅
当
番
医
》

　
休
日
や
夜
間
で
症
状
の
軽
い
子
ど

も
の
、け
が
以
外
の
治
療
が
で
き
ま
す
。

※
❶
、
❷
は
広
報
う
ち
こ
で
毎
月
お

　
知
ら
せ
し
ま
す（
31
ペ
ー
ジ
）。

《
❸
音
声
案
内
サ
ー
ビ
ス
》

　
休
日
や
夜
間
に
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
分
か
ら
な
い
場
合
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〇
消
防
署
音
声
案
内
サ
ー
ビ
ス

☎
０
８
９
３
（
２
４
）７
０
０
０

〇
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

☎
＃
８
０
０
０

※
緊
急
性
が
あ
る
場
合
は
、
迷
わ
ず

　
１
１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署
　

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

午（
全
12
回
）

▽
定
員
　
７
人

②
学
生
・
児
童
向
け
教
室

▽
日
時
　
金
曜
日
、
午
後
７
時
30
分

　
～
９
時（
全
10
回
）

▽
定
員
　
17
人

※
①
、
②
と
も
期
間
は
９
月
末
か
ら

　
12
月
で
す
。
開
催
日
な
ど
の
詳
細

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
講
師
　
手
話
サ
ー
ク
ル
内
の
子

●
受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
に
な
り

　
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
う
ち
こ
福
祉
館
に
あ

　
る
申
込
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

　
救
急
車
の
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
必
要
な
人
が
安
心
し
て
救
急
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
救
急
車
の

適
切
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
症

状
が
軽
い
場
合
な
ど
は
、
次
の
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
小
学
生

●
入
場
料
　
無
料

●
主
催
　
内
子
町
文
化
協
会

※
文
化
体
験
の
詳
し
い
内
容
は
、
内

　
子
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会（
内
子
分
庁
内
）

自
治
・
学
習
課
　
生
涯
学
習
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時
　
10
月
３
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所
　
う
ち
こ
福
祉
館

《
や
さ
し
い
手
話
教
室
》

●
内
容

①
大
人
向
け
教
室

▽�

日
時
　
月
曜
日
、
午
前
10
時
～
正

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

設
置
者
は
管
理
に
ご
協
力
を

し

催

適正利用で救急医療を守ろう

気
軽
に
文
化
講
座「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
in
内
子
」

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

好
き
な
こ
と
見
つ
け
よ
う

「
こ
ど
も
文
化
体
験
教
室
」

知

ら

せ

お救
急
医
療
の
利
用
を
再
確
認

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

生け花などの文化を体験しよう
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詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

八
幡
浜
公
証
役
場

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
２
０
７
０

　
解
雇
や
賃
金
未
払
い
、生
活
保
護
・

多
重
債
務
な
ど
の
問
題
に
、
弁
護
士

が
無
料
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時
　
９
月
14
日（
水
）
午
前
10

　
時
～
午
後
３
時

●
電
話
相
談
番
号

☎
０
８
９（
９
３
４
）８
８
７
８

※
電
話
で
の
相
談
の
み
で
、
番
号
は

　
相
談
日
以
外
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
弁
護
士
会

☎
０
８
９（
９
４
１
）６
２
７
９

　「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
」は

国
の
退
職
金
制
度
で
、
掛
け
金
の
一

部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。
全
額
非
課

税
で
手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
（
６
９
０
７
）
１
２
３
４

内子町社会福祉協議会　☎０８９３（４４）３８２０Vol.Vol.１１

「はじめての傾聴講座」
～目と耳と心で聴く「傾聴」を学ぼう～

　話を熱心に聞くことで相手の心を軽くする「傾
聴ボランティア」という活動があります。「はじめ
ての傾聴講座」では、傾聴の基本的な知識や技術
を学べます。日々のコミュニケーションにも役立つ
ので、ぜひ受講してみてください。
●日時　10月13日（木）
　　　　午後１時30分～４時30分
●場所　うちこ福祉館
●対象　傾聴に興味のある初心者
●定員　20人
●講師　福積千

ち か こ

佳子さん（ライフキャリア制作所）
●参加費　無料
※11月から全５回の「傾聴ボランティア養成講　
　座」を開催します。詳細は後日お知らせします。
【申込・問い合わせ】
内子町社会福祉協議会
☎０８９３（４４）３８２０

　内子町社会福祉協議会分会長会が７月15日、内
子分庁で開かれました。７地区の社協分会長と事務
局長が参加。新型コロナウイルス感染症が広がる中
で、それぞれが工夫しながら実施した活動を報告し、
今後の対応などについて話し合いました。
　会の中で、75歳以上の1人暮らしの高齢者に対
し、内子分会では児童館の子どもたちが作成したメッ
セージカードなどを持参しての見守り訪問活動をし
たことや、五城分会では社協バスを活用した高齢者
外出支援事業を行ったことなどが報告されました。
　地区社協分会では、各世帯からお預かりした社協
会費や寄付金により、日ごろから人と人との交流を
大切にした活動を行っています。以前のような活動
が困難な状況だからこそ、どんな福祉活動で地域に
貢献できるかをみんなで考え、実践したいと思いま
す。活動がさらに充実できるよう、より多くの皆さん
に興味・関心を持ってもらえたらうれしいです。

――地区社協分会の活動報告を受けて――

堀本増
ます た か

隆会長からのメッセージ

　「
特
定
計
量
器（
は
か
り
）
」
の
定

期
検
査
を
行
い
ま
す
。
取
引
や
証
明

に
使
用
す
る「
は
か
り
」
は
、
２
年

に
1
回
の
定
期
検
査
を
受
け
て
合
格

シ
ー
ル
を
付
け
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
か
の
会
場

で
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
会
場
／
日
時

▽
愛
媛
た
い
き
大
瀬
支
所
／
10
月
13

　
日（
木
）午
前
10
時
～
正
午

▽
内
子
町
林
業
セ
ン
タ
ー
／
10
月
13

　
日（
木
）午
後
１
時
～
３
時

▽
内
子
分
庁
舎
／
10
月
14
日（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
役
場
本
庁
／
10
月
17
日（
月
）
午

　
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
計
量
検
定
所

☎
０
８
９（
９
７
０
）７
０
２
１

　
10
月
１
～
７
日
は「
公
証
週
間
」

で
す
。
公
正
証
書
な
ど
を
作
成
す
る

公
証
役
場
で
は
、
電
話
に
よ
る
無
料

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
公
正
証
書
は
証
明
力
が
あ
り
、
安

全
性
や
信
頼
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。

２
年
に
１
回
、
忘
れ
ず
に

「
は
か
り
の
定
期
検
査
」

弁
護
士
が
悩
み
を
解
消

「
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

遺
言
や
大
切
な
契
約
は

「
公
正
証
書
」が
守
り
ま
す

中
小
企
業
の
退
職
金

国
の
制
度
で
サ
ポ
ー
ト

広報うちこ   2022. 9 28

くらしの情報

　
愛
媛
県
で
は
家
庭
用
の
天
井
照
明

器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
買
い
替
え
た
人
を

対
象
に
、
抽
選
で
県
産
品
カ
タ
ロ
グ

ギ
フ
ト
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
検
討
し
ま
せ
ん
か
。

●
期
間
　
５
年
１
月
５
日（
木
）ま
で

※
応
募
先
や
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細

　
は
愛
媛
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

南
海
放
送
サ
ー
ビ
ス
㈱

☎
０
８
９（
９
４
５
）０
０
１
０

　
県
立
中
央
病
院
で
は
看
護
師
の
仕

事
を
補
助
す
る
病
棟
看
護
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
資

格
や
経
験
が
な
く
て
も
可
能
な
の
で

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
内
子
町
内
２
カ
所
の
郵
便
局
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
方
法
な
ど
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
相
談
で
き
る
窓
口
を

新
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
何
度

で
も
で
き
ま
す
が
、
事
前
の
予
約
が

必
要
で
す
。

●
対
象
郵
便
局
／
開
始
日

▽
内
子
郵
便
局
／
８
月
23
日（
火
）

▽
五
十
崎
郵
便
局
／
９
月
22
日（
木
）

●
開
設
時
間
　
平
日
の
午
前
10
時
～

　
午
後
５
時

※
受
付
の
終
了
時
刻
は
午
後
４
時
30

　
分
で
、
１
回
の
相
談
時
間
は
30
分

　
ま
で
で
す
。

●
予
約
ダ
イ
ヤ
ル（
楽
天
シ
ニ
ア
）

☎
０
１
２
０（
５
４
６
）０
０
４

※
受
付
は
平
日
の
午
前
10
時
～
午
後

　
４
時
。
予
約
時
に「
氏
名
、
電
話

　
番
号
、
希
望
の
郵
便
局
と
日
時
、

　
相
談
内
容
」を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

●
事
業
主
体
　
愛
媛
県
・
市
町
Ｄ
Ｘ

　
推
進
会
議

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
危
機
管
理
班

☎
０
８
９
３（
４
４
）６
１
５
０

●
業
務
内
容
　
入
院
患
者
の
周
辺
業

　
務
や
直
接
ケ
ア

※
募
集
要
項
な
ど
の
詳
細
は
二
次
元

　
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
立
中
央
病
院
総
務
医
事
課
　
会
計

年
度
任
用
職
員
採
用
担
当

☎
０
８
９（
９
４
７
）１
１
１
１

　
国
土
交
通
省
で
は
毎
年
９
月
を

「
自
賠
責
制
度
広
報
・
啓
発
期
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は

31
万
件
、
死
傷
者
数
は
約
36
万
人
と

誰
も
が
事
故
の
加
害
者
・
被
害
者
に

な
る
得
る
状
況
で
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
全
て
の

車
と
バ
イ
ク
に
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
て
、
加
害
者
の
賠
償
責
の
担

保
や
被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
一
人
一
人
が
そ
の
役
割
や

重
要
性
を
理
解
し
て
必
ず
加
入
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

国
土
交
通
省
　
四
国
運
輸
局

☎
０
８
９（
９
５
６
）１
５
６
３
　

知

ら

せ

お「
お
う
ち
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

買
い
替
え
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

県
立
中
央
病
院
の
病
棟
看
護

ア
シ
ス
タ
ン
ト
募
集

ス
マ
ホ
操
作
の
疑
問
を
解
消

郵
便
局
に
相
談
窓
口
開
設

２
年
に
１
回
、
忘
れ
ず
に

「
は
か
り
の
定
期
検
査
」

車
の
自
賠
責
、切
れ
て
な
い
？
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